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二
〇
〇
八
年
一
二
月
、
広
西チ
ワ
ン壮族

自
治

区
成
立
五
〇
周
年
に
あ
た
っ
て
南
寧
市
の

郊
外
の
青
秀
山
の
一
角
に
開
館
し
、
二
〇

〇
九
年
四
月
三
〇
日
か
ら
対
外
無
料
開
放

し
た
。
広
西
壮
族
自
治
区
文
化
庁
の
管
轄

下
に
あ
り
、
常
設
展
四
五
八
三
平
方
メ
ー

ト
ル
と
広
西
で
展
示
場
の
面
積
が
最
大
の

博
物
館
で
あ
る
。
常
設
展
は
「
五
彩
八

桂
」
と
「
時
空
を
越
え
て
鼓
声
が
響
く
銅

鼓
文
化
」
の
二
展
示
、
ほ
か
に
企
画
展

「
中
国
与
東
盟
（
ア
セ
ア
ン
）」「
八
桂
瑰

宝
」
の
二
展
示
場
が
あ
る
。

展
示
の
構
成　

「
五
彩
八
桂
」
展
示
場
は
、

広
西
の
民
族
文
化
の
展
示
で

「
居
住
と
生
産
生
活
」「
服
飾

文
化
」「
民
間
工
芸
」「
年
中

行
事
・
慶
事
と
儀
礼
」
の
四

つ
の
テ
ー
マ
展
示
場
か
ら

成
っ
て
い
る
。

「
居
住
と
生
産
生
活
」
で
は
、

山
地
や
田
園
の
生
活
、
水
上

民
・
漁
民
の
生
活
、
都
市
や

定
期
市
で
の
交
易
を
紹
介
し

て
い
る
。

「
服
飾
文
化
」
で
は
、
服

飾
・
印
染
・
刺
繍
・
織
錦
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
民
間
工
芸
」
で
は
、
作
陶
、
岩
画
、
彫

刻
、
絵
画
、
木
工
、
編
織
、
製
紙
な
ど
。

「
年
中
行
事
・
慶
事
と
儀
礼
」
で
は
春

節
・
中
秋
節
や
各
民
族
の
重
要
な
年
中
行

事
、
生
育
・
婚
礼
・
長
寿
祝
い
な
ど
の
人

生
儀
礼
、
さ
ら
に
は
民
間
信
仰
や
芸
能
の

展
示
が
さ
れ
て
い
る
。

　

広
西
で
は
古
代
の
銅
鼓
が
数
多
く
発
掘

さ
れ
、
広
西
を
代
表
す
る
文
物
の
一
つ
で

あ
る
が
、「
時
空
を
越
え
て
鼓
声
が
響
く

銅
鼓
文
化
」
展
示
で
は
代
表
的
な
銅
鼓
や

現
在
も
使
用
し
て
い
る
場
面
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

新
た
な
試
み

　

展
示
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
ジ
オ

ラ
マ
と
絵
画
を
組
み
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
が
観
衆
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
牛
に
曳
か
せ
る
ス
キ
や

ビ
ー
フ
ン
搾
り
機
の
使
い
方
、京キ
ン

族
が
独

特
の
網
で
魚
を
捕
る
場
面
、
衣
服
材
料
の

織
り
・
染
め
や
つ
や
出
し
、
竹
編
み
帽
子

の
編
み
方
、
手
作
業
で
の
製
紙
や
鉄
鍛
冶

な
ど
、
道
具
の
使
い
方
が
一
目
瞭
然
で
あ

る
。
こ
の
手
法
は
楽
器
の
演
奏
や
婚
礼
習

俗
の
展
示
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
都
市

居
住
民
が
農
漁
村
の
生
業
や
ふ
る
い
伝
統

を
理
解
す
る
の
に
は
格
好
で
あ
る
が
、
同

時
に
伝
統
的
な
文
化
の
展
示
に
偏
り
が
ち

な
欠
点
も
あ
る
。

　

第
二
に
、
少
数
民
族
の
み
な
ら
ず
漢
族

の
展
示
に
も
積
極
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば

服
飾
、龍
舞
、ふ
る
い
家
具
、ふ
る
い
街
の

薬
店
・
布
地
店
・
雑
貨
店
な
ど
の
店
舗
が

復
原
さ
れ
て
い
る
。な
お
、南
寧
で
は
二
〇

〇
四
年
以
来
、
毎
年
ア
セ
ア
ン
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
の

コ
ー
ナ
ー
を
企
画
展
示
で
設
け
る
な
ど
関

ネットワーク型博物館の構想
中国最大の少数民族

チワン

壮族のほか、瑶
ヤオ

族、苗
ミャオ

族などの
多くの民族が漢族に混じって暮らす広西壮族自治区。
民族の伝統文化を紹介しつつ、自治区内に建設中の

10の「生態博物館」のワークステーションとして位置づけられている

地球ミュージアム紀行  　　
広西民族博物館

塚つ
か
だ田 

誠し
げ
ゆ
き之　
　

民
博 

先
端
人
類
科
学
研
究
部

文
学
博
士
。
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修

了
の
後
、
一
九
八
八
年
か
ら
民
博
で
中
国
南
部
諸
民

族
の
歴
史
民
族
学
的
研
究
に
従
事
。
最
近
、
民
族
の

国
境
を
越
え
る
移
動
と
交
流
の
研
究
や
壮
族
社
会
の

な
り
た
ち
を
見
直
す
研
究
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
著

書
に
『
壮
族
文
化
史
研
究
』（
二
〇
〇
〇
年
、
第
一
書

房
）
な
ど
。

銅鼓をかたどった博物館の外観

　

ア
ン
デ
ス
の
ほ
ぼ
真
ん
中
あ
た
り
に
ボ

リ
ビ
ア
と
い
う
国
が
あ
る
。
ア
ン
デ
ス
諸

国
の
な
か
で
も
、
と
く
に
先
住
民
人
口
の

多
い
国
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
リ
ビ
ア

高
地
の
宗
教
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
侵
略
以
前

か
ら
の
ア
ン
デ
ス
土
着
の
伝
統
的
な
色
彩

の
濃
い
も
の
で
あ
る
、と
私
は
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
タ
リ

ハ
と
い
う
町
の
祭
り
を
見
て
大
き
く
変
わ

っ
た
。
そ
こ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
す
っ

か
り
根
づ
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
祭
礼
が
町

を
あ
げ
て
の
盛
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　

タ
リ
ハ
は
、
ボ
リ
ビ
ア
の
最
南
端
に
位

置
し
、
標
高
が
約
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、

人
口
が
数
万
ほ
ど
の
小
都
市
で
あ
る
。
こ

の
町
で
、
毎
年
の
九
月
に
数
千
人
も
の
町

の
住
民
が
参
加
し
、
一
カ
月
近
く
に
わ
た

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
祭
り
が
あ
る
。「
サ

ン・ロ
ケ
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
だ
。
サ
ン・

ロ
ケ
と
は
、
タ
リ
ハ
の
町
に
あ
る
教
会
の

ひ
と
つ
に
安
置
さ
れ
て
い
る
守
護
聖
人
の

こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
祭
り
で
は
こ
の
聖

人
像
を
御
輿
に
の
せ
て
町
の
中
の
教
区
を

ね
り
歩
く
の
だ
。

　

こ
の
と
き
、
お
も
し
ろ
い
楽
器
が
御
輿

を
先
導
す
る
。
そ
れ
が
カ
ー
ニ
ャ
で
あ
る
。

カ
ー
ニ
ャ
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
竹
ま
た
は

竹
に
類
似
し
た
植
物
を
意
味
す
る
。
が
、

タ
リ
ハ
で
カ
ー
ニ
ャ
と
い
え
ば
、
ふ
つ
う

長
さ
が
三
〜
四
メ
ー
ト
ル
の
竹
の
先
端
に

ラ
ッ
パ
を
つ
け
た
、
ど
こ
か
ア
ル
プ
ス
の

ホ
ル
ン
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
笛
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
笛
を
数
十
人
の
男
た
ち
が
手

に
も
ち
、
歩
き
な
が
ら
吹
く
と
「
ブ
ー
ッ

ツ
、
ブ
ッ
ツ
、
ブ
ッ
ツ
。
ブ
ー
ッ
ツ
、
ブ

ッ
ツ
、
ブ
ッ
ツ
」
と
い
う
低
く
て
大
き
な

音
が
道
路
を
は
さ
ん
だ
建
物
に
こ
だ
ま
す

る
。
こ
の
音
は
祭
礼
と
い
う
非
日
常
的
な

雰
囲
気
を
町
中
に
か
も
し
だ
す
と
と
も
に
、

守
護
聖
人
の
威
信
を
高
め
る
た
め
の
も
の

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
カ
ー
ニ
ャ
は
ア
メ
リ
カ
展

示「
祈
る
」の
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
中
で
あ
る
。

表紙モノ語り

心
の
高
さ
が
展
示
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
博
物
館
の
創
設
の
目
的
と
し

て
、
展
示
の
み
な
ら
ず
、
広
西
で
一
〇
カ

所
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
エ
コ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
生
態
博
物
館
」
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
生
態
博
物
館
が
基
地
と
な
っ
て
、
民
族

文
化
の
保
護
・
研
究
・
伝
承
・
展
示
を
行

い
、
そ
れ
ら
の
総
合
的
な
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
博
物
館
と

い
う
構
想
は
斬
新
で
あ
り
、
今
後
の
動
向

に
目
が
離
せ
な
い
。

壮族が行事で銅鼓をたたく場面を再現することで楽
器の演奏法を伝える

復原された壮族の高床式住居は中に入ることができる

劉三姐が歌で競う場面の展示。ジオラマ、絵画がたく
みに使用されている
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